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看 護 職 員 募 集
看護職員募集の詳細は次ページをご覧ください ▲HP採用情報



 菊川市立総合病院で働く

看護職員募集看護職員募集
①看護師（正規職員）

②看護師（会計年度任用職員）
職　　種

申込期間

応募方法

試験日

看護補助者の主な業務は?

シーツ交換やベッドメーキング、患
者の日常生活に関わる業務などです。

どんな質問にもすぐに
お答えします！

まずはお問合せください！

菊川市立総合病院　総務課　総務係
TEL　0537-35-2130
FAX　0537-35-4484
E-mail k-soumu@city.kikugawa.shizuoka.jp

問合せ

業務内容について

給料、賞与、勤務時間、
休暇について

▲HP採用情報

例

③看護補助者（会計年度任用職員）

④学生アルバイト

随時

下記までご連絡ください。

菊川市立総合病院　総務課　総務係　TEL 0537-35-2130

相談により決定

資格不要　未経験者可

現在看護学校に在籍中の者
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糖尿病、早めのとりくみが大事です！
糖尿病看護認定看護師　　平川　亜紀

　糖尿病は、はじめは症状が出にくいため軽く考えてしまいがちです。しかし、進行すると
取り返しのつかない合併症が出現する病気でもあります。糖尿病のタイプにもよりますが、
主な原因として食生活や運動不足など長い間の生活習慣が影響します。

放っておくと、気がつかないうちに病気が進み、こわい合併症を起こしてしまいます

　糖尿病は重症化することで、さらに内服薬やインスリン注射が必要となり治療費も増えていきます。

　重症化を防ぐためには早い段階で食生活や運動不足など生活習慣の見直しが必要になります。しかし、「ど
うしていいかわからない」「生活上仕方がない」「自己流では変わらなかった」など、思いを抱いている方が
多くいらっしゃいます。
　当院では、糖尿病チームが患者さんの生活環境や思いを聴きながら個別指導し、自己対応できるように、２泊
３日の短期入院を受け入れています。是非、軽度のうちにかかりつけ医にご相談の上、ご利用ください。なお、
治療状況などから厳格な対応が必要な場合は２週間の糖尿病教育入院をおすすめいたします。

診察代+検査代+内服薬２種類+調剤料など 診察代+検査代+内服薬と注射代+調剤料+自己注射指導
 管理料+血糖自己測定加算など

約14,640円（３割負担の方 4,380円） 約43,660円（３割負担の方　13,200円）

管理栄養士看護師理学療法士
薬剤師医師検査技師

初期の糖尿病の治療代 重度化した糖尿病の治療代

初診 入院１日目 ２日目 3日目（退院）
①外来診察 ①運動療法 ①血液検査・血糖測定 ①医師の説明
②入院の説明 ②食事指導 ②生活指導
③帰宅 ③フットチェック ③治療薬の説明
 ④CT画像検査 ④検査の説明

菊川市立総合病院
お問い合わせ：℡0537-35-2135
内科外来　平日９時～16時

まずは、かかりつけ医へ
ご相談ください

一緒に糖尿病重症化の
予防に取り組みましょう！

3 No.102 きくがわ病院だより

糖尿病の主な合併症

２型糖尿病の１ヶ月の治療費　※主な治療の一例です

２泊３日　糖尿病を学ぶための短期入院 入院費40,000円 ［3割負担の方 約16,000円］（初診料を除く）



区
分

月
火

水
木

金
特
記
事
項

菊川市立総合病院

内
科
午
前

初
診

   富
田
 雄
一
朗

石
橋
 る
り

△
熊
澤
 あ
ず
美

△
岩
泉
 守
哉

　
冨
永
 宏
睦

△
江
上
 貴
俊

望
月
 優
作

金
子
 雅
直

△
美
﨑
 昌
子

　
山
田
 健
太

•初
診
は
原
則
紹
介
患
者
さ
ま

の
み

•内
分
泌
・
呼
吸
器
・
腎
臓（
火

曜
日
以
外
）内
科
の
初
診

は
、当
日
、初
診
担
当
医
師

が
診
察
い
た
し
ま
す
。

再 診

消
化
器

山
田
 健
太

二
見
 肇

石
橋
 る
り

石
橋
 る
り

二
見
 肇

　
金
子
 雅
直

内
分
泌

△
山
下
 美
保

△
釣
谷
 大
輔

呼
吸
器

△
古
橋
 一
樹

△
井
上
 裕
介

循
環
器

冨
永
 宏
睦

△
熊
澤
 あ
ず
美

松
本
 有
司

望
月
 優
作

松
本
 有
司

△
熊
澤
 あ
ず
美

冨
永
 宏
睦

富
田
 雄
一
朗

血
液

杉
本
 雄
哉

初
・
再
腎

臓
　
　
 髙
橋
 聡

午
後
再
診
専
門
診
療
循環

熊
澤
 あ
ず
美

(ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
外
来
)
内分

山
下
 美
保

血液
杉
本
 雄
哉

呼吸
井
上
 裕
介

内分
　
釣
谷
 大
輔

•午
後
再
診
は
予
約
患
者
さ
ま
の
み

腎内
髙
橋
 聡

リ
ウ
マ
チ
科
午
前
予

約
制

△
大
橋
 弘
幸

診
療
日
 ４日

、25日
　
事
前
問
合
せ

小
児

科

午
前
初
・
再
診

△
増
永
 陽
平

中
島
 隼
也

中
島
 隼
也

△
竹
林
 寛
史

中
島
 隼
也

•ワ
ク
チ
ン
は
ど
の
曜
日
で
も

 接
種
可
能（
事
前
予
約
制
）

• （
金
）神
経
外
来
1
2日
、2
6日

午
後

初
・
再
診
／

特
殊
外
来

（
予
約
制
）

心
身
医
療
外
来（
初
診
）

中
島
 隼
也

1
3
:0
0
～
 乳
児
健
診

△
猿
渡
 ち
さ
と

心
身
医
療
外
来

中
島
 隼
也

心
身
医
療
外
来（
第
1・3週

）
中
島
 隼
也

神
経
外
来（
第
２・４
週
）

△
鈴
木
 輝
彦

脳
神
経
外
科
午
後
初
・
再
診

△
鮫
島
 哲
朗

（
木
）受
付
8
:0
0
～
1
4
:0
0

外
科
午
前

初
診

臼
井
 佑
希

△
岩
瀬
 友
哉

（
1
0：0
0
～
1
1：0
0
）

内
山
 隆

　
　
中
村
 光
一

△
武
田
 真

中
村
 光
一

•（
月・水・木・金

）初
診
受
付

   8：0
0
～
1
0：0
0

• 火・金
の
内
山
医
師
の

  再
診
は
完
全
予
約
制
で
す

• 乳
腺
外
来
 （
水
）受
付

 
9:00～

11:00 予
約
制

※
乳
腺
初
診
電
話
予
約

　
1
5
:0
0
～
1
6
:3
0

再
診

内
山
 隆

　
中
村
 光
一

　
　
内
山
 隆
　

　（
完
全
予
約
制
）

　
　
臼
井
 佑
希

　
　
中
村
 光
一

臼
井
 佑
希

内
山
 隆

内
山
 隆

（
完
全
予
約
制
）

特
殊
外
来

乳
腺
外
来

△
髙
塚
 大
輝（
第
１・2週

）
△
小
泉
 圭（
第
3・4・5週

）
処

置
臼
井
 佑
希

臼
井
 佑
希

午
後
予

約
制

静
脈
瘤
外
来（
偶
数
週
）

心
臓
外
科
午
後
予

約
制

△
山
中
 憲
 （
第
２
週
）
再
診
予
約
の
み

整
形
外
科

午
前

初
診

佐
藤
 良
祐

栗
原
 亨
高（
第
1・3・5週

）
飛
鳥
井
 光（
第
2・4週

）
中
村
 光
志

柿
沼
 絵
里
加

村
井
 玲
那（
第
1・3・5週

）
栗
原
 亨
高（
第
2・4
週
）
• 受
付
8：00～

10：00予
約
診
は
除く

• ス
ポ
ー
ツ・膝

肩
関
節
外
来

 （
月・木

）午
前

 〈
紹
介
、ま
た
は
予
約
制
〉

• <
装
具
>

  A
M
→
Ｃ
Ｋ
Ｂ

  P
M
→
(月
)テ
ク
ノ

          (水
)松
本
義
肢

再
診

阿
部
 雅
志

（
膝
肩
セ
ン
タ
ー
初
診
）

村
井
 玲
那

中
村
 光
志

飛
鳥
井
 光

（
第
1・3・5

週
）

  柿
沼
 絵
里
加

 村
田
 英
之

△
山
田
 智
裕

（
初
再
診
／
9：3
0
～
）

飛
鳥
井
 光

栗
原
 亨
高

　
阿
部
 雅
志

   （再
診・コ

ン
サ
ル
）

南
波
 光
洋

 （
膝
肩
セ
ン
タ
ー
初
診
）

△
相
馬
 朋
子

 （
乳
幼
児
股
関
節
外
来
）

南
波
 光
洋

村
井
 玲
那

（
第
2・4
週
）

佐
藤
 良
祐

特
殊
外
来

装
具

装
具

午
後

特
殊
外
来

セ
ン
タ
ー（
ス
ポ
ー
ツ
）・装
具

セ
ン
タ
ー（
ス
ポ
ー
ツ
）・装
具

• セ
ン
タ
ー（
ス
ポ
ー
ツ
）：（
月・水

）午
後
 

＜
初
診
受
付
時
間
14:00～

16:00※
当
日
受
付
可
＞

• 乳
児
股
関
節
外
来
 12：30～

＜
予
約
制
＞

再
診

中
村
 光
志

栗
原
 亨
高

佐
藤
 良
祐

南
波
 光
洋

阿
部
 雅
志

飛
鳥
井
 光

村
井
 玲
那

柿
沼
 絵
里
加

ペ
インクリニック

午
前
予

約
制

木
村
 健

2
F 麻
酔
科
診
察
室

泌
尿
器
科
午
前
初
・
再
診

鈴
木
 泰
介

鈴
木
 泰
介

初
診
は
原
則
紹
介
の
み
 事
前
予
約
の
み

（
火
）14：00～

16：00ま
で

午
後
初
・
再
診

△
田
村
 啓
多

形
成
外
科
午
後
予

約
制

△
瀧
口
 徹
也（
第１・３・５週

）
△
酒
井
 梨
穂（
第
２・４
週
）

• 電
話
予
約
受
付
15：00～

16：30
• 初
診
受
付
要
電
話
予
約

産
婦
人
科
午
前
①

診
△
岩
田
 智
子

△
平
井
 久
也

△
平
井
 久
也

△
柴
田
 俊
章

城
向
 賢

• マ
ザ
ー
ク
ラ
ス
前
期
　
第２月

曜
日

• マ
ザ
ー
ク
ラ
ス
後
期
　
第３火

曜
日

• 母
乳
外
来
希
望
の
方
は
当
日

  婦
人
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い

②
診

山
田
 智
子

城
向
 賢

△
岩
田
 智
子

山
田
 智
子

山
田
 智
子

午
後
特
殊
外
来

母
乳
外
来

母
乳
外
来

母
乳
外
来

母
乳
外
来

母
乳
外
来

耳
鼻
咽
喉
科
午
前
初
・
再
診

△
佐
原
 聡
甫

△
瀧
澤
 義
徳

皮
膚

科
午
前
初
・
再
診

 △
藤
山
 俊
晴

/△
島
内
 隆
寿
  

△
影
山
 玲
子

△
小
倉
 康
晶

　（
奇
数
週
の
み
）

  初
診
は
～
1
0
:3
0
ま
で

△
鈴
木
 健
晋

（
月
）藤
山
D
r 1
日
、2
9
日

      島
内
D
r 8
日
、2
2
日

（
木
）4
日
、1
8
日

精
神

科
午
前
初
・
再
診

大
城
／
大
津

△
黒
宮
 恵

   能
宗
 新

大
津
 団

海
野
 周

　
大
城
 将
也

△
長
谷
川
美
沙
紀

△
田
中
 徹

大
城
 将
也

能
宗
 新

大
津
 団

海
野
 周

健
診
セ
ン
タ
ー
予

約
制

久
保
田
 修

久
保
田
 修

△
三
野
 暢
哉

　
久
保
田
 修

二
見
 肇

久
保
田
 修

久
保
田
 修

家庭医療センター

区
分

月
火

水
木

金
特
記
事
項

内
科

心
療
内
科

小
児

科
外

科
整
形
外
科

皮
膚

科

午
前
初
・
再
診

松
田
 真
和

城
向
 賢・稲

葉
 史
明

潘
 鎮
敬・樋

口
 智
也

森
田
 修
平・小

林
 駿
介

松
田
 真
和・潘

 鎮
敬

稲
葉
 史
明

津
田
 司・稲

葉
 史
明

森
田
 修
平・小

林
 駿
介

津
田
 司

潘
 鎮
敬・小

幡
 健
太

受
付
 8
:1
5
～
1
1
:0
0

午
後
初
・
再
診

城
向
 賢

森
田
 修
平・小

林
 駿
介
松
田
 真
和・稲

葉
 史
明

森
田
 修
平・小

林
 駿
介

津
田
 司

潘
 鎮
敬・森

田
 修
平
　

松
田
 真
和

小
林
 駿
介・小

幡
 健
太
• 受
付
 1
3
:0
0
～
1
6
:3
0

• 毎
週
木
曜
P
M
休
診

受
付
時
間
 8
:0
0～
1
1
:0
0
 （
土
、日
、祝
日
は
休
診
）

2
0
2
4
年
6
月
3
0日
現
在

菊
川
市

立
総
合
病

院
令
和
6
年
7
月
の
外
来
診
療
担
当
医
表



区
分

月
火

水
木

金
特
記
事
項

菊川市立総合病院

内
科
午
前

初
診

   富
田
 雄
一
朗

石
橋
 る
り

△
熊
澤
 あ
ず
美

△
岩
泉
 守
哉

　
冨
永
 宏
睦

△
江
上
 貴
俊

望
月
 優
作

金
子
 雅
直

△
美
﨑
 昌
子

　
山
田
 健
太

•初
診
は
原
則
紹
介
患
者
さ
ま

の
み

•内
分
泌
・
呼
吸
器
・
腎
臓（
火

曜
日
以
外
）内
科
の
初
診

は
、当
日
、初
診
担
当
医
師

が
診
察
い
た
し
ま
す
。

再 診

消
化
器

山
田
 健
太

二
見
 肇

石
橋
 る
り

石
橋
 る
り

二
見
 肇

　
金
子
 雅
直

内
分
泌

△
山
下
 美
保

△
釣
谷
 大
輔

呼
吸
器

△
古
橋
 一
樹

△
井
上
 裕
介

循
環
器

冨
永
 宏
睦

△
熊
澤
 あ
ず
美

松
本
 有
司

望
月
 優
作

松
本
 有
司

△
熊
澤
 あ
ず
美

冨
永
 宏
睦

富
田
 雄
一
朗

血
液

杉
本
 雄
哉

初
・
再
腎

臓
　
　
 髙
橋
 聡

午
後
再
診
専
門
診
療
循環

熊
澤
 あ
ず
美

(ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
外
来
)
内分

山
下
 美
保

血液
杉
本
 雄
哉

呼吸
井
上
 裕
介

内分
　
釣
谷
 大
輔

•午
後
再
診
は
予
約
患
者
さ
ま
の
み

腎内
髙
橋
 聡

リ
ウ
マ
チ
科
午
前
予

約
制

△
大
橋
 弘
幸

診
療
日
 ４日

、25日
　
事
前
問
合
せ

小
児

科

午
前
初
・
再
診

△
増
永
 陽
平

中
島
 隼
也

中
島
 隼
也

△
竹
林
 寛
史

中
島
 隼
也

•ワ
ク
チ
ン
は
ど
の
曜
日
で
も

 接
種
可
能（
事
前
予
約
制
）

• （
金
）神
経
外
来
1
2日
、2
6日

午
後

初
・
再
診
／

特
殊
外
来

（
予
約
制
）

心
身
医
療
外
来（
初
診
）

中
島
 隼
也

1
3
:0
0
～
 乳
児
健
診

△
猿
渡
 ち
さ
と

心
身
医
療
外
来

中
島
 隼
也

心
身
医
療
外
来（
第
1・3週

）
中
島
 隼
也

神
経
外
来（
第
２・４
週
）

△
鈴
木
 輝
彦

脳
神
経
外
科
午
後
初
・
再
診

△
鮫
島
 哲
朗

（
木
）受
付
8
:0
0
～
1
4
:0
0

外
科
午
前

初
診

臼
井
 佑
希

△
岩
瀬
 友
哉

（
1
0：0
0
～
1
1：0
0
）

内
山
 隆

　
　
中
村
 光
一

△
武
田
 真

中
村
 光
一

•（
月・水・木・金

）初
診
受
付

   8：0
0
～
1
0：0
0

• 火・金
の
内
山
医
師
の

  再
診
は
完
全
予
約
制
で
す

• 乳
腺
外
来
 （
水
）受
付

 
9:00～

11:00 予
約
制

※
乳
腺
初
診
電
話
予
約

　
1
5
:0
0
～
1
6
:3
0

再
診

内
山
 隆

　
中
村
 光
一

　
　
内
山
 隆
　

　（
完
全
予
約
制
）

　
　
臼
井
 佑
希

　
　
中
村
 光
一

臼
井
 佑
希

内
山
 隆

内
山
 隆

（
完
全
予
約
制
）

特
殊
外
来

乳
腺
外
来

△
髙
塚
 大
輝（
第
１・2週

）
△
小
泉
 圭（
第
3・4・5週

）
処

置
臼
井
 佑
希

臼
井
 佑
希

午
後
予

約
制

静
脈
瘤
外
来（
偶
数
週
）

心
臓
外
科
午
後
予

約
制

△
山
中
 憲
 （
第
２
週
）
再
診
予
約
の
み

整
形
外
科

午
前

初
診

佐
藤
 良
祐

栗
原
 亨
高（
第
1・3・5週

）
飛
鳥
井
 光（
第
2・4週

）
中
村
 光
志

柿
沼
 絵
里
加

村
井
 玲
那（
第
1・3・5週

）
栗
原
 亨
高（
第
2・4
週
）
• 受
付
8：00～

10：00予
約
診
は
除く

• ス
ポ
ー
ツ・膝

肩
関
節
外
来

 （
月・木

）午
前

 〈
紹
介
、ま
た
は
予
約
制
〉

• <
装
具
>

  A
M
→
Ｃ
Ｋ
Ｂ

  P
M
→
(月
)テ
ク
ノ

          (水
)松
本
義
肢

再
診

阿
部
 雅
志

（
膝
肩
セ
ン
タ
ー
初
診
）

村
井
 玲
那

中
村
 光
志

飛
鳥
井
 光

（
第
1・3・5

週
）

  柿
沼
 絵
里
加

 村
田
 英
之

△
山
田
 智
裕

（
初
再
診
／
9：3
0
～
）

飛
鳥
井
 光

栗
原
 亨
高

　
阿
部
 雅
志

   （再
診・コ

ン
サ
ル
）

南
波
 光
洋

 （
膝
肩
セ
ン
タ
ー
初
診
）

△
相
馬
 朋
子

 （
乳
幼
児
股
関
節
外
来
）

南
波
 光
洋

村
井
 玲
那

（
第
2・4
週
）

佐
藤
 良
祐

特
殊
外
来

装
具

装
具

午
後

特
殊
外
来

セ
ン
タ
ー（
ス
ポ
ー
ツ
）・装
具

セ
ン
タ
ー（
ス
ポ
ー
ツ
）・装
具

• セ
ン
タ
ー（
ス
ポ
ー
ツ
）：（
月・水

）午
後
 

＜
初
診
受
付
時
間
14:00～

16:00※
当
日
受
付
可
＞

• 乳
児
股
関
節
外
来
 12：30～

＜
予
約
制
＞

再
診

中
村
 光
志

栗
原
 亨
高

佐
藤
 良
祐

南
波
 光
洋

阿
部
 雅
志

飛
鳥
井
 光

村
井
 玲
那

柿
沼
 絵
里
加

ペ
インクリニック

午
前
予

約
制

木
村
 健

2
F 麻
酔
科
診
察
室

泌
尿
器
科
午
前
初
・
再
診

鈴
木
 泰
介

鈴
木
 泰
介

初
診
は
原
則
紹
介
の
み
 事
前
予
約
の
み

（
火
）14：00～

16：00ま
で

午
後
初
・
再
診

△
田
村
 啓
多

形
成
外
科
午
後
予

約
制

△
瀧
口
 徹
也（
第１・３・５週

）
△
酒
井
 梨
穂（
第
２・４
週
）

• 電
話
予
約
受
付
15：00～

16：30
• 初
診
受
付
要
電
話
予
約

産
婦
人
科
午
前
①

診
△
岩
田
 智
子

△
平
井
 久
也

△
平
井
 久
也

△
柴
田
 俊
章

城
向
 賢

• マ
ザ
ー
ク
ラ
ス
前
期
　
第２月

曜
日

• マ
ザ
ー
ク
ラ
ス
後
期
　
第３火

曜
日

• 母
乳
外
来
希
望
の
方
は
当
日

  婦
人
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い

②
診

山
田
 智
子

城
向
 賢

△
岩
田
 智
子

山
田
 智
子

山
田
 智
子

午
後
特
殊
外
来

母
乳
外
来

母
乳
外
来

母
乳
外
来

母
乳
外
来

母
乳
外
来

耳
鼻
咽
喉
科
午
前
初
・
再
診

△
佐
原
 聡
甫

△
瀧
澤
 義
徳

皮
膚

科
午
前
初
・
再
診

 △
藤
山
 俊
晴

/△
島
内
 隆
寿
  

△
影
山
 玲
子

△
小
倉
 康
晶

　（
奇
数
週
の
み
）

  初
診
は
～
1
0
:3
0
ま
で

△
鈴
木
 健
晋

（
月
）藤
山
D
r 1
日
、2
9
日

      島
内
D
r 8
日
、2
2
日

（
木
）4
日
、1
8
日

精
神

科
午
前
初
・
再
診

大
城
／
大
津

△
黒
宮
 恵

   能
宗
 新

大
津
 団

海
野
 周

　
大
城
 将
也

△
長
谷
川
美
沙
紀

△
田
中
 徹

大
城
 将
也

能
宗
 新

大
津
 団

海
野
 周

健
診
セ
ン
タ
ー
予

約
制

久
保
田
 修

久
保
田
 修

△
三
野
 暢
哉

　
久
保
田
 修

二
見
 肇

久
保
田
 修

久
保
田
 修

家庭医療センター

区
分

月
火

水
木

金
特
記
事
項

内
科

心
療
内
科

小
児

科
外

科
整
形
外
科

皮
膚

科

午
前
初
・
再
診

松
田
 真
和

城
向
 賢・稲

葉
 史
明

潘
 鎮
敬・樋

口
 智
也

森
田
 修
平・小

林
 駿
介

松
田
 真
和・潘

 鎮
敬

稲
葉
 史
明

津
田
 司・稲

葉
 史
明

森
田
 修
平・小

林
 駿
介

津
田
 司

潘
 鎮
敬・小

幡
 健
太

受
付
 8
:1
5
～
1
1
:0
0

午
後
初
・
再
診

城
向
 賢

森
田
 修
平・小

林
 駿
介
松
田
 真
和・稲

葉
 史
明

森
田
 修
平・小

林
 駿
介

津
田
 司

潘
 鎮
敬・森

田
 修
平
　

松
田
 真
和

小
林
 駿
介・小

幡
 健
太
• 受
付
 1
3
:0
0
～
1
6
:3
0

• 毎
週
木
曜
P
M
休
診

地
域
医
療
支
援
課
／

TEL 0537-35-2344・
FAX0537-35-2843

健
診
セ
ン
タ
ー
／

TEL 0537-36-5585
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
／

TEL 0537-73-2267・
FAX0537-73-5557

TEL 0537-35-2135
（
代
表
）

FA
X 0537-35-4484

お問合せ先

●
医
師
の
異
動
な
ど
に
よ
り
、予
告
な
く
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
予
約
変
更
時
間
　
15
:0
0
～
16
:0
0
　
（
各
科
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
入
院
患
者
さ
ま
面
会
時
間
　
14
:0
0
～
2
0
:0
0

●
「
△
」
印
は
非
常
勤
医
師
を
表
し
ま
す
。

●
緊
急
手
術
や
、学
会
等
へ
の
出
席
の
た
め
、担
当
医
師
の
変
更
や
休
診
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
他
の
医
療
機
関
か
ら
当
院
へ
受
診
さ
れ
る
方
は
紹
介
状
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
内
科
以
外
の
初
診
に
つ
い
て
は
、
紹
介
以
外
で
も
受
付
が
可
能
で
す
。

●
11:0

0
以
降
の
時
間
内
救
急
は
担
当
者
が
状
態
を
お
聞
き
し
た
上
で
緊
急
を
要
す
る
方
の
み
診
療
と
な
り
ま
す
。
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発達障害
自閉スペクトラム症って何？

精神科　能宗　新

　2005年に施行された発達障害者支援法に『自閉症、アスペル
ガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠如多
動性障害その他これに類する脳機能の障害であってその症状
が通常低年齢において発現するもの』と定義されています。知
的発達症（知的障害）は含まれませんが、知的発達症と上記が
併存することはあります。主に扱うのは、自閉スペクトラム症
（ASD）、注意欠如多動症（ADHD）、限局性学習症（SLD）、発

発達障害とは？
達性協調運動症（DCD）です。時代によって分類と呼び名が変
わりますが、現在はスペクトラム（連続体、境界が明確でな
い）と考えられており、はっきりと白黒で診断がつくものではな
く、症状の濃淡を診ています。原因は不明ですが、生まれつき
の脳機能の異常によるものと考えられています。通常の学級
に在籍する小中学生のうち、発達障害の可能性がある児童生
徒は8.8％（クラスに3～4人）という報告があります。

　保護者が気付く他、乳幼児健康診査や就学時健康診断、
保育園・幼稚園の先生、学校の先生の指摘から発達障害の可
能性が浮かび上がるかもしれません。発達障害は小児科や児
童精神科を受診するか、療育センターや発達障害者支援セン
ターなどで相談ができます。適切な診断が必要ですが、診断
を受け止めるのは複雑な心境です。思い当たる特性はあるに
しても、成長したらどうにかなるとお考えの保護者も多いです。
成長や運よく支持的な環境に恵まれるなどにより、特性が目
立たなくなることもあるかもしれませんが、発達障害は治るも
のではなく、特性は完全に0になることはありません。過度な
期待や希望的な憶測により、本人の自信喪失や結果的に不適
応を来すこともあります。発達障害の関わり方で大切なのは、
本人の特性をよく理解し、得意を伸ばし苦手を補う適切な支

医療、福祉と繋がる
援をすることです。
　治療の基本は療育、環境調整、薬物治療です。療育とは、
障害のある子ども個々の特性に合わせた社会参加と自立を支
援することです。環境調整は、学校において通常の学級での
合理的配慮や特別支援教育という専門性の高い配慮、放課
後デイサービスの利用など多々あります。薬物治療は、てん
かん、睡眠障害、不注意、多動性、衝動性、自傷行為、興奮、
易怒性、抑うつなどに対して必要に応じて検討されます。ペア
レントトレーニングなど、保護者を対象にした支援もあります。
　まずは支援機関と繋がるところから始めるとよいと思います。
お困りの方や気になる方は下記支援機関をご検討ください。

静岡県発達障害者支援センター
東遠地区生活支援センター
菊川市福祉課障がい者福祉係、健康づくり課、学校教育課、菊川市こども家庭センター　など

支援機関

　自閉スペクトラム症は、共感・コミュニケーション・状況にあ
った行動が苦手、強いこだわり、感覚過敏・鈍感などの特性
を持ちます。これらの特性による生きづらさから、抑うつ、不

自閉スペクトラム症
安、緊張、興奮などが生じ、二次的に不登校、暴言・暴力、自
傷行為などに発展することがあります。一方で、特性が強みと
なり、こだわりが長所になり社会で力を発揮する方もいます。

げん きょく せい

い　ど　せい
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コメディカル通信

今年２月より、エックス線透視診断（テレビ）装置を新しく更新しました。

　エックス線を使用することで人体内部を静止画として観察するのではなく、動画像としてリアル
タイムに観察、撮影しながら検査を行うことができる装置です。この装置で行う検査をエックス
線透視検査といいます。今回の装置は検査時のエックス線の量を従来より1/2～1/3軽減できる
ようになりました。機能的特徴として、長尺撮影という整形外科に特化した検査に優れています。

　通常、脊椎全体であれば頸椎、胸椎、腰
椎で、下肢全体は骨盤（図１）、大腿（図２）、
下腿（図３）を分けて撮影するのですが、
長尺撮影は脊椎全体や下肢全体を1枚の
画像になるように撮影できます。エックス線
透視診断（テレビ）装置を使って上下に複
数回撮影した画像を、結合し再構成して1
枚の画像として提供しています。下肢長尺
撮影（図４）は、主に膝関節の術前計画
（図５）や術後評価などに用いられていま
す。今回装置を新しく更新したことで、少な
い被ばくで歪の少ない画像が撮影できるよ
うになりました。少ない被ばくと短時間での
撮影が可能となるため、患者さんへの負担
も軽減され、検査時間が短縮されています。

エックス線透視診断（テレビ）装置が
新しくなりました！

診療放射線科　木下　峻

富士フイルムヘルスケア株式会社製
CUREVISTA Open

エックス線透視診断（テレビ）装置を使って他にもさまざまな検査、治療・処置を
行うことができます。
・胃透視（検査） ・骨折や脱臼時の骨の整復術（処置）
・注腸（検査） ・胃瘻交換（処置）
・経皮経肝胆管ドレナージ（処置） ・イレウス管造影・挿入（検査、治療）
・経皮経肝胆嚢ドレナージ（処置） ・子宮卵管造影（検査）
・神経根ブロック（治療） ・嚥下造影（検査）
・脊髄造影（検査） ・膀胱造影（検査）

 い  とう し

ちゅうちょう

  けい　ひ  けい かん たん かん

  けい　ひ  けい かんたん のう

しん けい こん

せき ずい

 い  ろう

えん  げ

ぼう こう

最後まで読んでいただきありがとうございました。
何か疑問に感じていること等がありましたらお気軽に診療放射線科までお問い合わせ下さい。

図１．
骨盤画像

図２．
大腿画像 

図４．下肢長尺画像 図５．術前計画用画像

図３．
下腿画像

結合

エックス線透視診断（テレビ）装置とは？

長尺撮影とは？
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当院オリジナル出生届
運用開始しています！
当院オリジナル出生届
運用開始しています！

Ⅰnfo 地域連携つうしん（医療機関向け）
地域連携・福祉相談係では、近隣開業医、近隣病院向けに「地域連携つうしん」を発行しています。
当院の特徴ある診療内容や新しい機器の導入、更新情報などを発信しております。
今回の特集内容は、令和６年６月号「乳腺診察の流れについて」です。ご興味のある方は、ぜひ
ご覧ください。 令和6年6月号

オリジナル出生届第一号の戸塚琉月ちゃんパパママ

　人生の大きな出来事の一つに出産があります。
当院は妊婦さんやそのご家族にお祝いの気持ちを
込めて、当院オリジナル出生届を作成したいと考え
ていました。　せっかく作るならみんなで作りたい
と令和5年7月から9月にかけてデザイン公募を実
施しました。お陰様でご縁があり県内だけでなく県
外から、様々な年齢層の方から応募があり、その中
からデザイン3点を選ばせていただきました。デザ
インそれぞれに作成者さまの思いが詰まっており、
素晴らしい作品ばかりです。
　令和6年1月下旬から運用を始めており、今は36
週に入ったママやご家族に好みの出生届を選んで
いただいています。皆さんこれから生まれる我が子
を思い、どれにしようかとわくわくしながら選んでく
れています。

　少子化や核家族化、高齢出産や産後うつの増加、
コロナの流行などで社会は変化し、家族のあり方は
孤立しつつあります。出産や子育ては人生において
素晴らしい事柄ですが、孤立の中で行う育児は簡単
ではありません。子は宝です。そして幸せの愛の形
です。家族だけでなく地域や社会の宝としてみんな
で子育てができたら、素晴らしい世の中になるので
はないでしょうか。みんなで…そんな思いでできた
当院オリジナル出生届です。
　当院オリジナル出生届第1号は令和6年1月27
日生まれの戸塚琉月（るな）ちゃんです。おめでと
うございます！
　菊川市立総合病院はこれからも赤ちゃん、ママ
パパ、そのご家族や地域を応援しています。
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